






















（様式３） （指定管理者が記入する様式）

収入の部 （税込、単位：円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

13,749,000 13,749,000 13,749,000 横浜市より
0 0 0

2,059,000 2,059,000 2,059,000
0 0 0

310,000 0 310,000 0 310,000
印刷代 140,000 140,000 140,000
自動販売機手数料 170,000 170,000 170,000
駐車場利用料収入 0 0 0
その他（　　　　　　　　） 0 0 0

16,118,000 0 16,118,000 0 16,118,000
支出の部

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

11,499,000 0 11,499,000 0 11,499,000
10,440,000 10,440,000 10,440,000

600,000 600,000 600,000
451,000 451,000 451,000

8,000 8,000 8,000
0 0 0
0 0 0

720,000 0 720,000 0 720,000
3,000 3,000 3,000

300,000 300,000 300,000
6,000 6,000 6,000

0 0 0
170,000 170,000 170,000

0 0 0 0 0
横浜市への支払分 0 0 0
その他 0 0 0

33,000 33,000 33,000
110,000 110,000 110,000

3,000 3,000 3,000
65,000 65,000 65,000

0 0 0
30,000 30,000 30,000 AED

0 0 0
0 0 0

1,757,000 0 1,757,000 0 1,757,000
1,757,000 1,757,000 1,757,000

0 0 0
999,000 0 999,000 0 999,000
760,000 0 760,000 0 760,000

電気料金 540,000 540,000 540,000
ガス料金 0 0 0
水道料金 220,000 220,000 220,000

50,000 50,000 50,000
30,000 30,000 30,000

156,000 156,000 156,000
0 0 0 0 0

空調衛生設備保守 0 0 0
消防設備保守 0 0 0
電気設備保守 0 0 0
害虫駆除清掃保守 0 0 0
駐車場設備保全費 0 0 0
その他保全費 0 0 0

3,000 3,000 3,000 諸費

781,000 0 781,000 0 781,000
0 0 0

769,000 769,000 769,000
0 0 0

12,000 12,000 12,000
362,000 0 362,000 0 362,000
362,000 362,000 362,000 事務局経費

0 0 0
0 0 0

16,118,000 0 16,118,000 0 16,118,000
0 0 0 0 0

0
0
0

0
0
0

管理許可・目的外使用許可収入
管理許可・目的外使用許可支出
管理許可・目的外使用許可収支

ニーズ対応費
支出合計

差引

自主事業費収入
自主事業費支出
自主事業収支

その他（法人税等）
事務経費　（計算根拠を説明欄に記載）
本部分
当該施設分

事業所税
消費税
印紙税

共益費
公租公課

機械警備費

清掃費
修繕費

設備保全費

自主事業費
管理費
光熱水費

リース料
手数料

施設賠償責任保険
職員等研修費
振込手数料

事業費
自主事業（指定管理料充当の自主事業）費

地域協力費

備品購入費
図書購入費

通信費
使用料及び賃借料

印刷製本費

旅費
消耗品費

健康診断費

事務費

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額

会議賄い費

人件費
給与・賃金

収入合計

科目

社会保険料
通勤手当

平成２9年度　「並木コミュニティハウス」　収支予算書兼決算書

科目

指定管理料

自主事業収入
雑入

利用料金収入
自主事業（指定管理料充当の自主事業）収入



平成 29年度並木コミュニティハウス自己評価表 

 

目標設定

の 視 点 
計画内容及び運営目標 

計画内容及び運営目標 

に対する実績 

今後の取組 

（改善計画） 

自己

評価 

利用者 

サービス 

平成 29年度事業計画書 3    

1 公の施設としての管理 

施設の利用方法の透明性を明確化し、公平性を確保し

ます。 

2 利用者ニーズの把握と運営への反映 

利用者アンケートや利用者懇談会を実施し、利用者ニー

ズを把握します。 

3 利用者サービスの取組 

 利用時間短縮により利用枠を増やし、より多くの団体が

活動できるよう見直します。 

   

【数値目標】 

利用者満足度：H19横浜市調査 75.6％を 6 ポイントアップ 

   

業務運営 

平成 29年度事業計画書 4    

1 緊急時の体制と対応 

「事故・災害発生時の緊急対応マニュアル」に沿った

対処と、消防法令に基づく管理計画を順守します。 

2 本市重要施策に対する取組 

 シニア層、子育て支援などの講座実施による市民生活 

 の充実のほか、今年度より「横浜市節電・省エネ対策

基本方針」に基づく管理計画「管理標準」により日常

点検を行い環境への配慮の取り組みを進めます。    

3 自主事業 

健康づくり、生涯学習、子育て支援など、地域住民の

ニーズを捉えた自主事業を展開します。 

   

【数値目標】年間電力使用量１％減    

【数値目標】自主事業収入：前年度比 3％増    

【数値目標】年間利用者数前年比 1％アップ    

目標設定・自己評価合体版 

第 29 条第２項 

第 38 条第４項 



職員育成 
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1 個人情報保護の体制のチェックと研修計画を実施しま

す。 

2 ＯＪＴ研修によりスキルアップを効果的に図ります。 

   

【数値目標】苦情件数：年間 10 件以下    

財務 
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1 施設の維持管理計画 

 ・日常点検や委託業者による点検結果について支援協会

事務局及び区役所に報告の上十分に協議し、適切な修

理・保全措置を講じます。 

 ・競争原理を採用した、公平かつ効率的な業者選定を行

います。 

2  収支計画 

自主事業収入に加え、利用者の増加による雑収入の増

加を図ります。また、費用対効果を常に意識し、経費

削減に取り組みます。 

   

【数値目標】維持管理費を前年度比±０    

その他 

（上記４
つの視点
以外の項
目があれ
ば追記） 

    

利用者等

の意見 

   

≪自己評価≫ 
Ａ：計画、目標を上回って実施 
Ｂ：計画、目標を保持して実施 
Ｃ：計画、目標を下回って実施 

※「利用者等の意見」は、計画内容及び運営目標欄に利用者等から寄せられた意見・要望を、計画内容及び運営目標に対する実績・今後の取組（改善計画）欄に意見等に対する対応を記載 
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